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尿路感染症 に対す るT-2588の 臨床的検酎
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新 しく開発された経 口用セフェム系抗生物質T-2588を 尿路感染症26例 に対 して使用 し,そ の

有用性を評価するための臨床的検討を行なった。

急性単純性膀胱炎に対 してT-2588を1回50mg内 服,1日3回,3日 間投与 した。 慢性複雑

性膀胱炎に対 して1回100mg内 服,1日2～3回,5～14日 間投与し,以 下の結果を得た。

1) UTI薬 効評価基準に合致した急性単純性膀胱炎11例,お よび慢性複雑性膀胱炎8例 に対す

る本剤の有効率は,そ れぞれ91%,75%で あうた。

2) 主治医判定では,急 性単純性膀胱炎16例 および慢性複雑性膀胱炎10例 に対する本剤の有

効率はそれぞれ88%,60%で あ った。

3) 細菌学的効果は起炎菌26株 中24株 が消失 し,細 菌消失率は92%で あった。

4) 副作用 として1例 に軽度の下痢を認めたが投与中止には至らなかった。 また臨床検査所見の

異常として1例 にGOTの 軽度上昇を認めた。

新しく開発された経口用セフェム系抗生物質T-2588

はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌ス

ベぞトルを有し,特 にグラム陰性菌のうち従来の経 ロセ

フxム 系抗生剤に対し感受性が低いCitrobacter, En-

terobaeter,Indele(+)Proteus,Serratiaな どに対

しても強い抗菌作用を示すとされている%今 回著者ら

は急性単純性膀胱炎および慢性複雑性膀胱炎にT-2588

を投与し,臨 床的検討を行なったので報告する。

I. 対象および方法

1. 対 象

投与の対象となった症例は,昭 和59年5月 より昭和

60年4月 までに広島大学医学部付属病院泌尿器科,お

よび厚生連尾道総合病院泌尿器科を受診 した患者26例

である。年齢は18歳 から87歳 で平均年齢は62歳,

性別では男性8例,女 性18例 であった。症例の内訳は

急性単純性膀胱炎16例,慢 性複雑性膀胱炎10例 であ

る。慢性複雑性膀胱炎の基礎疾患は神経因性膀胱5例,

前立腺癌4例,前 立腺肥大症1例 であった。

2. 方 法

T-2588の 投与方法は,急 性単純性膀胱炎には1回50

mg内 服,1日3回,3日 間投与とした。慢性複雑性膀

胱炎には1回100mg内 服,1日2～3回,5～14日 間

投与とした。本剤の薬効評価に影響を及ぼすと考えられ

る抗菌剤,消 炎剤などは使用 しなかった。

尿検査および細菌学的検査の試料 として男 性 は 中 間

尿,女 性はカテーテル尿から尿検体を採取 した。臨床効

果の判定はUTI薬 効評価基準(第2版)2)に 準 じて行な

い,基 準外の症例については主治医のみの判定により行

なった。なお主治医判定は膿尿および自他 覚 症 状の推

移,お よび細菌学的効果を総合的に評価 し,著 効,有

効,や や有効,無 効の4段 階にて判定 した。副作用につ

いては本剤投与前後の自他覚症状および臨床検査値によ

り検討 した。

II. 成 績

1. 臨床効果

1) 急性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱炎16例 の臨床所見の概略を一括 して

Table1に 示 した。16例 中UTI薬 効評価基準に合致 し

た11例 の臨床効果は著効5例,有 効5例,無 効1例

で,有 効率は91%で あ った。自覚症状は10例 におい

て消失がみられた。膿尿の改善に対する効果では正常化

6例(55%),改 善4例(36%),不 変1例 であった。細

菌尿の治療に対する効果では 陰性化9例(82%),菌 交

代1例(9%),不 変1例(9%)で あった(Table2)。

菌量不足,判 定日のずれのためUTI薬 効評価基準に合

致 しない症例を含めた16例 の主治医判定による臨床効

果は著効8例,有 効6例,や や有効1例,無 効1例 で,

有効率は88%で あった。
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Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in acute uncomplicated cystitis

2) 慢性複雑性膀胱炎

慢性複雑性膀胱炎10例 の臨床所見の概略を一括 して

Table3に 示 した。この内UTI薬 効評価基準に合致 し

たのは8例 で総合臨床効果は 著効2例(25%),有 効4

例(50%),無 効2例(25%)と な り,有 効率75%で あ

った。膿尿の改善に対する効果では正常化4例,不 変4

例 であった。細菌尿の治療に対する効果では陰性化4例

(50%),菌 交代4例(50%)で あ った(Table4)。 疾患病

態群別にみるとG-1群1例,G-4群5例,G-6群2例

であり,G-1群 の1例,G-4群 の1例 が無効であった

(Table5)。

UTI薬 効評価基準に判定日のずれにより合致 しなか

った症例を含めた10例 の主治医判定による臨床効果は

著効1例,有 効5例,や や有効1例,無 効3例 で,有 効

率は60%で あった。主治医判定による臨床効果をまと

めてTable6に 示す。

2. 細菌学的効果

1) 急性単純性膀胱炎

T-2588投 与前に分離した菌種は14株 で
,そ の内訳

はE.coli 11株,P.mirabilis 1株,C.freundii 1株 ,

Staphylococcus sp. 1株 であった。投与後P .mirabilis

1株 が不変であった以外は全株が消失し,細 菌消失率は

93%で あ った(Table7)。 尿 中 分 離菌に対する本剤り

MIC3)と 細菌学的効果 との関係をTable8に 示 した
。E.

coliは0.39μg/ml以 下 に分布 してお り,全 株が消失し

た 。 本剤 投 与 後 出 現 菌 はE.faeciumの1株 であ った

(Table9)。

2) 慢 性 複 雑 性 膀 胱 炎

投 与 前 に分 離 され た菌 種 は12株 で,そ の 内訳はE.

coli 4株,P.mirabitis2株,お よびE .faecalis,A.xy

losoxidans,P.pseudoalcaligenes,Pseudomonassp,,S.

marcescensの 各1株 で あ った。 本 剤投 与 後 にE .f`vacalts

1株 が不 変 で あ った 以 外 は 全株 が 消 失 し,細 菌 消失率は

92%で あ った(Table10)。 尿 中 分 離菌 に 対す る本剤 の

MICと 細 菌 学 的 効 果 との関 係 をTable11に 示 した。本

剤 投 与 後 出現 菌 は10株 で あ った(Table12)。

尿 中分 離 菌23株 に対 す る本 剤 お よびcephaiexin(C

EX),cefaclor(CCL),amoxicillin(AMPC)のMIC

を 測定 し比 較 した(Fig.1)。T-2588のMICの ピー ク

値 は0.1μg/ml以 下 で,他 剤 よ り優 れた 抗 菌 力を示 し

た 。

3. 安 全 性

26例 中急 性 単 純 性 膀 胱 炎 の1例(症 例12)に 軽い下

痢 を 認 め たが,投 与 中止 に は至 らな か った 。 また臨床検

査所 見 の異 常 と して 同症 例 にGOTの 軽 度 上昇 を認めた

が,投 与 後1週 間 で 正常 に復 した(Table13)。

III. 考 案

新 し く開 発 され た 経 口用 セ フ ェム系 抗 生 物質T-2588

は 内服 後 に腸 管 か ら吸収 され,腸 管 壁 の エ ステ ラーゼに

よっ て抗 菌 活 性 を示 すT-2525に 速 やか に加 水分解 され
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Table 4 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI

Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 classified by type of infection
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Fig. 1 Sensitivity distribution of all strains 

(23 strains)

るprodrugで あ り,グ ラム陽性菌およびグラム陰性菌

に対し広範囲な抗菌スベクトルを有 し,強 い抗菌力を示

す1}。また各種 β-lactamaseに 対 し安定で,従 来の経口

セフェム剤耐性菌に強い抗菌力を有している。本剤の血

中濃度は持続的で主として尿中へ排泄される霊)ことより,

本剤は尿路感染症に有効な薬剤と考えられ,そ の治療効

果を検討 した。UTI薬 効評価基準に合致 した 急性単純

性膀胱炎11例 および慢性複雑性膀胱炎8例 の総合臨床

効果は,そ れぞれ91%,75%と 高 い有効率が 得 られ

た。主治医判定においても急性単純性膀胱炎では87,5

%慢 性複雑性膀胱炎では60.0%と 高 い有効率が得られ

た。細菌学的効果は,急 性単純性膀胱炎症例で14株 中

13株(93%)が 消失,慢 性複雑性膀胱炎症例で12株 中

11株(92%)が 消失 し,合 計26株 中24株(92%)が

除菌された。そのうちE.coliは15株 であった。除菌さ

れなかったのは2株 でP.mirabilis,E.faecalisの 各1株

であった。以上 よりグラム陽性菌では3株 中2株 消失,

グラム陰性菌では23株 中22株 消失と,本 剤はグラム

陽性菌およびグラム陰性菌に有効な薬剤といえ る。ま

た,CEX,CCL,AMPCな どとのMIC測 定による比較

でも,T-2588のMICの ピーク値は0.1μg/ml以 下で

他の薬剤より低く,抗 菌力は優れていると考えられる。

副作用については1例 に軽度の下痢を認めたが投与中

止には至らなかった。また臨床検査所見の異常として1

例にGOT軽 度上昇を認めたのみであり,本 剤は安全な

薬剤と考えられた。

以上よりT-2588は 尿路感染症に対し,有 用かつ安全

な薬剤であると確認できた。
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A new oral antibiotic agent T-2588 was administered to 26 patients with acute and chronic 

urinary tract infection, and the following results were obtained. 

1. In 16 cases of acute uncomplicated cystitis, T-2588 was given orally in daily doses 150 mg 

for 3 days. The clinical ,effect was excellent in 5 cases (46%), moderate in 5 cases (46%), and poor 

in 1 case (8%), and the overall effectiveness rate was 91%. 

2. In 10 cases of chronic complicated UTI, T-2588 was given in daily doses of 200-.-300 mg for 

5•`14 days. The clinical effect was excellent in 2 cases (25%), moderate in 4 cases (50%), and 

poor in 2 cases (25%), and the overall effectiveness rate was 75%. 

3. In bacteriological response, eradication of organisms resulted in 24 (92%) and persisted in 

2 (8%) out of 26 strains. 

4. Side effect was observed in 1 case with diarrhea. Laboratory abnormality was observed in 

1 case with slightly elevated GOT.


